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第１章 まちづくりの方向 
 

１ 将来像 

 滝上町は、四方を山に囲まれ、オホーツク管内４番目の広大な面積をもち、面積の 88％が森林

となっています。市街地には、渚滑川が流れ、その渓谷は、「錦仙峡」として景勝地になっていま

す。気候は、盆地特有の寒暖差が大きく、特に冬は厳しい寒さが続きます。 

 滝上町は、自然の恵みを活かした、農業、林業と、芝ざくら滝上公園やハーブガーデン、錦仙

峡などの地形を活かした観光を主な産業として展開しています。 

 町民ワークショップや中学生アンケート調査の意見では、滝上町の良さは、自然の豊かさや、

地震等の災害の少なさを拳げる意見がある一方、人口減少の影響による学校の閉校や商店の廃業

等による不便さなどが課題と考える意見が多くあります。また、産業や医療福祉分野等における

担い手不足が大きな課題となっています。 

 人口減少は、全国的な傾向であり、本町にとっても避けられない課題でありますが、豊かな自

然の恵みを活かし、小さな町であることの良さを感じ、町民それぞれが互いに支え合い、暮らし

ていくことで、幸せを実感できるまちづくりを目指します。 

 

 

人と自然とがつながり 幸せを実感できるまち 

～ 人いきいき 町わくわく 童話村たきのうえ ～ 

                           をまちの将来像とします。 

              

 自然の恵みを有効に活用した、農業、林業の振興。 

 交流人口の増加と経済効果をもたらす観光の振興。 

 小さい町ゆえに住民と住民が見える関係を築き、子育て、防災、見守りなどの活動において

地域力を活かし、安心して暮らしていけるまち。 

 行政と住民、住民と住民が互いに助け合い、尊重する協働のまちづくり。 

 住んでいて良かったと思えるまちづくり。 

 

「童話村構想」が目指す「住んでいて、訪れて心地よいまちづくり」にも通じる目標です。 
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第２章 政策目標 
 

１ 産業 ～ 自然の恵みを活かす 

産業の振興は、滝上町の経済の柱となるものです。農業、林業、観光は、滝上町の風土や自然

からの恵みを活かした産業です。 

農業においては、酪農と畑作の相乗効果を活かした耕畜連携型農業を進めるとともに、国が進

めるスマート農業※や分業化などによる効率化や規模拡大を推進していきます。 

林業においては、戦後植林された人工林が主伐期を迎えるため、伐採後の植林、保育、育苗体

制を整え、林業の活性化を図ります。またバイオマス産業都市構想に基づき、森林資源の地域内

循環による有効活用を進めます。 

観光においては、芝ざくら滝上公園の認知度を活かし滝上町の自然を活かした通年型観光を目

指し、一般社団法人 滝上町観光協会が軸となって経済効果に結びつける「稼ぐ」観光を目指しま

す。 

商工業においては、内需拡大につながる施策を実施するとともに、地域産品の付加価値を高め

産業の活性化を図ります。 

 町内の産業において、担い手の確保が難しい状況となっており、地域の産業を支える人材の育

成と確保を積極的に推進します。 

※スマート農業 ～ ロボット技術やＩＣＴ等の先端技術を活用した超省力化や高品質生産等

を可能にする新たな農業 

 

 

２ 保健・医療・福祉 ～ 地域と支える子育て・健康・福祉 

健康長寿は誰もが望むことです。健康づくりの基本は、「自分の健康は自分で守る」ことです。

健（検）診や保健指導、健康づくりを推進し、一人ひとりが主体的に取り組むことができるよう

支援します。 

少子化が進む状況の中、子どもを生み育てることができる環境を整備していくことは、社会全

体や地域を支えるための重要な政策です。安心して子育てできるよう母子保健事業や子育て支援

体制を充実させるとともに、地域全体で子育てを支える環境づくりを進めていきます。 

 また高齢者等が安心して住み慣れた場所でいきいきと住み続けられるために、地域で支えあう

仕組みづくりを推進します。 

 町民が必要とする医療や福祉を受けられるよう国保病院とその他関係機関を含めた医療体制を

確保するとともに、町内福祉法人や福祉関係機関と連携した福祉体制を整備します。 
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３ 生活基盤 ～ 快適で安全安心な暮らし 

滝上町の豊かな自然を享受し、快適に暮らせるようにするために必要な各種水道、下水道、道

路、通信基盤などのインフラの整備や維持管理を行い、衛生的で快適な利便性の高い生活環境を

維持していきます。 

住環境においては、公営住宅の建て替えを進めるとともに、持ち家対策も充実させ、ライフス

タイルに応じた生活ができるようにします。 

近年の異常気象は、全国各地で多くの災害を引き起こしています。滝上町は災害の少ない地域

ではありますが、地域が助け合って災害等に対応できる防災体制づくりを進め、誰もが安心して

暮らせる町にします。 

 

 

 

４ 教育文化 ～ 地域が育む教育の充実 

 未来を担う子どもたちの教育や年齢に関わらず教育の機会を作ることは行政の重要な役割です。 

 グローバル化や情報化の進展など変化の著しい社会で生きぬいていくための基礎教育はもとよ

り、自ら学び、課題を解決できる力をつける教育内容の充実、子どもたちが安心して教育が受け

られるための支援、地域と連携した学習環境の整備を図ります。 

 多様なニーズを把握し、生涯学習の機会の充実や地域コミュニティの活性化に資するともに、

文化活動や健康づくりにもつながるスポーツの振興を図っていきます。 

 

 

 

５ 協働 ～ 住民が主役のまちづくり 

 地方自治の基本は、住民が関わり主体的に取り組むまちづくりです。滝上町のまちづくりの基

本である「童話村構想」を意識し、町内会活動を中心とした防災や見守り、教育への関与など、

住民が主体的に取り組める体制を整え、協働によるまちづくりを推進します。 

 人口減少時代を迎え、移住定住対策をはじめとした人口減対策を行っていくほか、町の基盤の

安定化を図り持続可能なまちづくりを進めていきます。 
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【 重点施策 】 
   

 下記の人口減少対策（担い手対策）を重点施策として実施します。 

 

 

１ 「くらし」 

 医療・福祉体制の維持・強化、交通環境の充実、安全安心なまちづくりの推進により、転出

人口を抑制し、定住人口の増加を図ります。 

 

２ 「担い手」 

  既存の森林資源や希少価値のある農産物等を活かし、産業の担い手の確保育成を図り、２次

産業、３次産業の発展向上と新規就業の増加など、雇用の創出を目指します。 

 担い手確保は、企業や団体単位での確保が難しくなっており、産業単位あるいは、町全体で

確保する対策の実施が必要です。 

 多様な働き方ができる仕組み、分業体制の確立、地域おこし協力隊制度を活用した担い手確

保、高齢者や外国人の雇用など、官民連携による取組みを推進します。 

 

３ 「交流」 

 芝ざくら滝上公園をはじめとする滝上の観光資源を活かしながら、国内外からの観光客を誘

客し、交流人口の拡大を図り、来訪をきっかけとした将来の移住・定住に結びつけることを目

指します。 

 そのために住宅を確保し、町内での交流機会をつくり、地域コミュニティ等の再生を図り地

域の魅力を高めます。 

 

４ 「子育て」 

 質の高い教育環境の提供、子育て支援の充実と町内外への情報発信、さまざまな出会いの機

会づくりにより、安心して結婚・出産・子育てが実現できる環境づくりを目指します。 

 

 

 


